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あ
う

 

も
の
を

 

ひ
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ら
び
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ご
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し
ょ
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に
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、
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み
の
？
」

女
の
子
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の
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を
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で
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っ
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、
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て
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く
れ
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。
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あ
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小
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な
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で

 

い
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。
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え
り
み
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、
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お
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し
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。
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お
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解答・解説　まいごの ぼうし（1年・ものがたり文）

この話はフィクションです。実在の人物・団体とは関係ありません。

問1　イ
もん

二つ目の だんらくに「しらない 女の子が さきに ひろって いました」と かいて あります。そうたが つく まえに、もう ひろって いたのです。
ふた め おんな こ

問2　ア
もん

三つ目の だんらくに「すなを 手で はらって、わたして くれました」と かいて あります。
みっ め て

問3　川の ちかく
もん かわ

一つ目の だんらくに「川の ちかくで とまりました」と かいて あります。
ひと め かわ

問4　（れい）うれしい きもち。
もん

そうたは「ありがとう。」と いって います。うれしい、ほっと した などが かけて いれば ○です。
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